
使えるものは何でも使おう!!

平成２４年７月２０日（金）

２班（橋井・矢崎・大塚）

からウロコの
新目録システム
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【改善策】
①外部MARCの有効活用

②システムの見直し

現状の課題と改善策

【課題】
• 書誌作成館の偏り

（目録スキル格差・人手不足

⇒「作る館」「待つ館」の二極化）

• 書誌調整の負荷
（作成館責任主義

⇒ 「作る館」に品質維持の負担が集中）

【効果】

図書館職員のスキルレベルに関係
なく、均一な書誌を、簡単に作るこ
とができるようになる

うまい・はやい・やすい

（高品質・迅速・効率的運用ができる）

三拍子揃った
目録システムへ！！
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①外部MARCの有効活用

CAT
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書誌検索取り込み

ローカル書誌作成 書誌登録・所蔵登録
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外部ＭＡＲＣを活用してローカル書誌を
作成、その後ＣＡＴに反映させることで、

ＣＡＴ書誌の品質を維持。

広範な外部
ＭＡＲＣの活用

ダウン
ロード

書誌利用

平成24年度NACSIS-CAT/ILLワークショップ



各参加機関

目録

具体的な業務の流れ（全体）

発注 受入

DB
BOOK

DB
外部ファイル

書誌作成

<BX….>
参照ファイル

書誌利用
<BA….>

書誌作成

<BX….>

書誌確認・
新規作成
<BA….>

機械的
変換

ローカルCAT CAT

ローカル書誌・
所蔵情報登録

DB
BOOK
登録

現物確認・
変換
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目録システム内

外部ファイル

書誌検索取り込み⇒発注

BOOK

TRC/MARC

書店DB

NLCLC

Amazon

CATP

Z39.50
コ
ン
バ

ー
ト

発
注JP/MARC

NDL

書誌作成

<BX….>

書誌利用
<BA….>

CATP

必要に応じて、ローカル
システム側で行う
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受入

XBOOK

BOOK

発注後、
受入⇒目録⇒ＣＡＴへＵＰロード

外部データ
による書誌

<BX….>

ＮＣ書誌
<BA….>

書誌作成・所蔵登録
（各参加機関）

CAT内仮置き場所
い

BOOK
書誌・所蔵登録

<BA….>
仮置きBOOK
書誌<BA….>
・所蔵情報

XBOOK
<BX….>

XBOOK
外部データ
による書誌

<BX….>

XBOOK
ロ－カル書誌作成

<YB….>

消耗品的資料等所蔵UPロードさ
れないものはローカル書誌作成

BX⇒ BA
新規書誌作成

随時自動UPロード

均一品質
ＩＤを紐づけ、発注か
らの時間ブランク内
で既に書誌ができて
いる場合はＢＡで自
動登録できる形に 所蔵登録されない資料

（ローカル資料・未納資料等）

書誌

所蔵

定期的な期間を
置いて削除

書誌

品質維持のため、作成され
た書誌・所蔵情報をＢＯＯＫ
と別の場所に取り込む
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CAT

品質維持管理
システム

CAT内
仮置き場所

仮置きBOOK

ＣＡＴ上にＵＰロード⇒ＢＯＯＫとして登録
（品質管理のために：名寄せ・チェック）

書誌<BA….>
・所蔵情報

書誌調整なし

BOOK

所蔵

書誌作成・所蔵
登録

（各参加機関）

BOOK
書誌・所蔵登録

<BA….>

書誌データに不備が
見つかった場合は、

作成館に連絡

ＣｉＮii
ILL
Etc.

チェック機能

書誌名寄せ

書誌作成のための作業量が減少し、迅速性ＵＰ！

２重のチェック機能によって、品質ＵＰ！
しかも、書誌作成に伴う心因が削減される

書誌
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②システムの見直し

案：ＮＩＩ関連企業「大向システム会社」設立

・推奨パッケージを無償で提供
・品質管理システムを開発

目録業務標準仕様
推奨パッケージの

構築

ＣＡＴ内書誌の品質管理
（ＣＡＴへのＵＰロード時）

作成書誌の均一品質確保
（ローカル書誌作成時）

☆システムを可能にするために

この2つを可能にする
システムが必要。

メリット
①処理にかかる人コスト軽減

（時間的・心情的）

②価格コスト軽減

検討事項
仕様の検討・作成にあたる初期コストが大きい。

外部データ活用＋かんたん書誌作成システムへ

システム仕様は無償で提供

長期的に考えると、
経費・担当者の負担共に

軽減される

平成24年度NACSIS-CAT/ILLワークショップ



「大向システム会社」について

＜サービス概要＞

・WebUIPを改良、または新しいシステムとして

「大学図書館目録業務システム標準仕様」推奨
パッケージを開発、各参加機関に無償で提供

・ＣＡＴ書誌の品質維持システムを構築
（名寄せによる書誌統合・書誌チェックと調整機能）

ＮＩＩ関連企業「大向システム会社」設立

・目録業務標準仕様として無償で提供
・品質管理システムを開発
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目録業務標準仕様推奨パッケージ

リプレイスの際の
協議・運用体制

課題

外部データを活用、かんたん書誌作成システムの構築

★マニュアルをみなくても簡単操作ができる
★自動チェック機能付

大向システム

各参加機関

参加機関と協議の上、

最低限必要な機能を備えた
推奨パッケージを作成。

推奨パッケージ
を無償提供 実際の運用状況に基づき、

数年毎にリプレイス
推奨パッケージを利用。
必要に応じて自館に
あわせたカスタマイズ

初心者にもらくらく操作

品質維持のためのコスト軽減

・目録システム構築のコスト（仕様書作成、
システム機器のための人・時間・物コスト）削減
・目録業務のためのコスト（人事育成含む）軽減
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かんたん書誌作成システム例１
：目録画面の簡略化

万葉集

折口信夫訳

古の心にふれる

万葉集 :古の心にふれる / 折口信夫訳||マンヨウシュウ : イニシエ ノ
ココロ ニ フレル

ja

TR：

本タイトル：

jpnCNTRY： TTLL： TXTL：

ja jpn jpn発行国： 表紙言語： 本文言語：

マンヨウシュウ

副タイトル１：

責任表示１：

本タイトルヨミ：

イニシエ ノ ココロ ニ フレル副タイトルヨミ１：

現行入力画面

新入力画面

参照ファイル（外部ファイル）内に
記述の無い必須項目については、
類推できる項目から自動的に記入。

色やフォント等で、「現物確認が必
要なフィールド」として表示する

日本語で記述・フィー
ルドを分割。

複数記載がありうる
フィールドは、フィー
ルドを追加できる形に
（ex.副タイトル２、副タ
イトル３・・・）
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かんたん書誌作成システム例２
：目録作成時のチェック機能

例：CATLINT: 目録のケアレスミス発見お助けページ
http://www.tulips.tsukuba.ac.jp/misc/export/cat/catlint2/

目録規則上の整合性チェックを機械的に行う
機能をシステム内に追加することで、

「うっかり」間違いを無くす。
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まとめ
＜新目録システムのメリット＞
・外部ＭＡＲＣを有効活用することで、均一な
品質の書誌を簡単に作成できる

・発注から目録までの各処理にかかる時間が短
縮される

★書誌の品質を維持したままで、資料の整備に
関する負担を軽減できる

＜問題点・今後の課題＞
・運用体制の検討、広報・周知の徹底が必要
・現行のＭＡＲＣ項目について要検討
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